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《ビームチャンネル　と　超伝導応用》

　　　　　　　　　　　　　　　平林 洋美

1971年　 KEK 設立

1973年　田無実験室→つくば移設終了

　§ビームチャンネル部門
　【久寿米朝男】★ 、美甘昭二、平林洋美、真木晶弘、黒川真一、

　高崎稔、田井野光彦、鈴木千尋、山本明、真庭　　、石井晴美、

　稲垣隆雄、(小野正明、【木代純逸】)

　　　　　　　　　　　　　　　★：初代責任者　( )：受託大学院生

1974~77年　ビームチャンネル部門

1977~87年　部門責任者

1978年　　　 特別プロジェクト・チーム

　「π１ビームにおける超伝導マグネット・システム」建設

　　　　⇒多くの若手人材



1983年　π１ビーム完成

1988年　低温センター長

　以後、超伝導マグネット関連プロジェクトを支援。

　§　建設したビームチャンネル

　　　１次ビーム・・・◇EP1、EP2

　　　内部標的ビーム・◇π２

　　　２次ビーム・・・◇K1(3⇔7GeV/c) ⇒HBC,DCS有り

　　　　　　　　　　　◇K2(1.5⇔3.0GeV/c) ⇒同上

　　　　　　　　　　　◇K3(0.5⇔1.5GeV/c) ⇒同上

　　　　　　　　　　　◆π1(4⇔7GeV/c) ☆

　　　　　　☆One SC Septum & Two SC Dipoles

　　　　　　　　　　◇πμ(≒200MeV/c)
　　　　　　◎K means separated or enriched Kaon beam.



§　超伝導マグネット(SCM)

　1960年代の中程より、銅安定化ニオブ・チタン(NbTi/Cu)線

が開発され、最初にアルゴンヌ国立研究所(ANL)で水素泡箱の2T

ソレノイドに適応された。

　ラザーホード・ケーブル(超伝導線の成型撚線)の発達により、

加速器マグネットなどへの応用が可能になった。

　大型陽子加速器(例えばTevatron, LHCなど)および大型測定器

では、超伝導マグネット・システムの採用は常識となった。

　我が国の、実用的超伝導マグネットの活用は、1970年代の後半

ビームチャンネルから始まった。すなわち先ず、電流シート型、

方形断面を有するPanofsky Quadrupole Magnetが開発された。



　つづいて二基の大口径超伝導双極マグネット(SD430×2)と一基の

超伝導セプタムおよび大型ヘリウム冷凍・液化機とからなるシステム

が【π１ビームチャンネル】に投入され、高運動量の二次粒子である

pionの取り出しに成功し、長期間連続運転された。この開発には、

所内に「特別プロジェクト・チーム」が編成され、ビームチャンネル

部門以外からも、全所的に将来、超伝導マグネットの開発を目指す

人材が多数参加して、腕を磨いた。

　この特別プロジェクト・チームの中から、超伝導双極、四極

マグネットおよび大型ソレノイドと、それらのヘリウム冷凍・液化

システムを担う多くの人材が輩出した。
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　§　結び

Ⅰ．12Gev PSの一次、二次ビームチャンネルを建設した。

　　即ち、EP1、EP2(-A,-B,-C)と、内部標的ビームテャンネル、

　　π2、外部標的ビームチャンネル K1、K2、K3、π1および

　　π-μ チャンネルである。

Ⅱ．超伝導マグネットの開発を推進し、技術的には、世界第一級

　　となった。

　　即ち、NbTi/Cuラザーホード・ケーブルを実用化し、超伝導

　　Panofskyマグネット、ソレノイド、IOT双極ダイポールを

　　開発し、π１ビームチャンネルにおいて、三基の超伝導

　　マグネット・システムを採用し、長期間運転した。

　　　→ヘリウム冷凍・液化機の長期間運転を経験し、超伝導

　　　　応用の基礎となった。
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